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市の人口と世帯　77,305人（前月比＋17人）　男 38,319人　女 38,986人　世帯数 30,471世帯   【5月１日現在】

主な内容

●熊本地震の被災地へ救援物資を発送　　P2

●6月中に提出してください
　　　　　　　　　　児童手当の現況届　P8

石岡の『今』を伝える　



　

４
月
14
日
か
ら
断
続
的
に
発
生

し
た
平
成
28
年
熊
本
地
震
。
市
で

は
４
月
16
日
に
熊
本
県
益
城
町
、

20
日
に
佐
賀
県
武
雄
市
に
向
け
救

援
物
資
を
送
り
ま
し
た
。
救
援
物

資
は
、
市
の
備
蓄
品
の
ほ
か
、
石

岡
市
柏
原
工
業
団
地
運
営
協
議
会

と
湖
北
水
道
企
業
団
か
ら
提
供
を

受
け
た
飲
料
水
や
食
料
、
生
活
用

品
な
ど
で
す
。

　

16
日
の
第
１
弾
で
は
、
震
災
直

後
の
物
資
が
不
足
し
て
い
る
状
況

を
把
握
し
、
指
定
避
難
所
で
あ
る

益
城
町
総
合
体
育
館
に
発
送
。
20

日
の
第
２
弾
で
は
「
救
援
物
資
の

中
継
地
点
」
と
な
っ
て
熊
本
の
被

災
地
域
へ
物
資
を
送
付
す
る
役
割

を
担
っ
た
佐
賀
県
武
雄
市
に
発
送

し
ま
し
た
。

　

被
災
地
の
状
況
が
日
々
刻
々
と

変
化
し
、
避
難
者
が
増
え
て
い
る

中
、
被
災
地
か
ら
の
情
報
を
も
と

に
震
災
初
動
期
の
対
応
に
重
視
し

支
援
を
行
い
ま
し
た
。
積
み
込
ま

れ
た
物
資
は
、
災
害
時
応
援
協
定

を
結
ん
で
い
る
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

石
岡
支
部
の

協
力
で
被
災

地
に
届
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

【
救
援
物
資
内
訳
】

（
第
１
弾
）

熊
本
県
益
城
町
総
合
体
育
館

（
第
２
弾
）
佐
賀
県
武
雄
市

被災地

支援

熊
本
地
震
の
被
災
地
へ

　
　
　救
援
物
資
を
発
送

▲４トントラックに救援物資を積み込みます

▲県トラック協会石岡支部に物資を託し
ました
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防災

無線 「ぼうさいいしおか」
テレホンサービスのご利用を

聞こえない、聞き取れない、そんな時は…

■問い合わせ
防災対策課
☎ 23-1111（内線 258）

　市では、石岡地域に防災行政無線の屋外拡声支
局を整備し、有事や気象などの災害情報を「ぼう
さいいしおか」から市内全域に放送しています。
　放送した内容が気象条件などにより聞こえな
かったり、聞き取りにくかったりした場合には、
電話で確認できるテレホンサービスをご利用くだ
さい。24 時間、一般加入電話・公衆電話・携帯
電話からご利用可能です（一部 IP 電話は利用不
可）。なお、テレホンサービスの利用が集中した
場合には話し中になりますので、ご了承ください。

「ぼうさいいしおか」防災行政無線
自動応答テレホンサービス

　24 時間以内に放送された防災行政無
線の放送内容が確認できます。

　　　0120-99-6907
　　　　――通話料無料――

広報いしおか６月１日号  №２５６　　２



　
　

　
　

　

マ
ル
福
（
医
療
福
祉
費
支
給
）

制
度
は
、
保
険
で
病
院
な
ど
を
受

診
し
た
場
合
、
県
や
市
が
自
己
負

担
相
当
額
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

ほ
か
の
公
費
負
担
医
療
（
自
立
支

援
医
療
・
療
育
医
療
な
ど
）
の
給

付
を
受
け
る
場
合
も
、
そ
の
自
己

負
担
相
当
額
を
助
成
し
ま
す
。

※
市
内
在
住
の
人
が
対
象
で
す
。

　
　
市
独
自
の
助
成

　　

県
助
成
基
準
の
所
得
制
限
を
超

え
た
妊
産
婦
・
小
児
に
つ
い
て
、

市
独
自
に
所
得
の
制
限
を
撤
廃

し
、
自
己
負
担
相
当
額
の
助
成
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
生
の

外
来
に
つ
い
て
も
同
様
の
助
成
を

し
て
い
ま
す
。

※
市
内
在
住
の
人
が
対
象
で
す
。

　

　
県
外
の
医
療
機
関
を

　
　
受
診
す
る
と
き

　

県
内
で
は
、
保
険
証
、
医
療
福

祉
費
受
給
者
証
の
提
示
が
あ
れ

ば
、
窓
口
で
助
成
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。し
か
し
県
外
で
は
、

医
療
福
祉
費
受
給
者
証
を
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
一

度
、
自
己
負
担
分
を
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。
そ
の
後
、
市
役
所
の
窓

口
で
払
い
戻
し
の
手
続
き
を
行
い

ま
す
。
領
収
書
、
認
め
印
、
振
込

先
が
分
か
る
も
の
、
受
給
者
お
よ

び
申
請
者
の
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
）
の
分
か
る
も
の
（
個

人
番
号
通
知
カ
ー
ド
な
ど
）、
申

請
者
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
委
任

状
（
代
理
人
が
来
庁
す
る
場
合
の

場
合
）
な
ど
を
窓
口
に
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

・
市
役
所 

保
険
年
金
課
（
医
療
年

金
担
当
）

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
３
３
）

・
支
所 

市
民
窓
口
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
２
６
）

　　マル福制度の助成内容

▶助成を受けるには「医療福祉費受給
者証」が必要です。受給者証の交付手続
きについては、お問い合わせください。
【対象】
1妊産婦　2特例妊産婦（県の所得制
限を超えている人※市独自事業）
3小児（外来：０歳から小学６年生、
入院：０歳から中学３年生※県の所得
制限を超えている場合は市独自事業）
4中学生の外来（※市独自事業）
5ひとり親家庭（18 歳未満の児童な
どを養育している父母など）
6重度心身障がい者
【マル福自己負担額】
・外来を受診した場合
   １日 600 円まで月２回を限度
　　（１医療機関ごと）
・入院した場合
  １日 300 円まで月 3,000 円を限度
　　（１医療機関ごと）
※重度心身障がい者は外来・入院の自
己負担なし。
【注意事項】
2の特例妊産婦の助成方法は、県外の
医療機関を受診した時と同様で、医療
機関の窓口で自己負担金を一旦支払っ
た後、市役所で申請してからの支給に
なります。手続きに必要な書類など、
申請方法は直接お問い合わせください。

　

平
成
28
年
度  

市
・
県
民
税 

納
税
通
知
書
を

　
　
発
送
し
ま
す

　　　

市
で
は
、
平
成
28
年
度
市
・
県

民
税
の
納
税
通
知
書
を
６
月
13
日

（
月
）
に
発
送
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
納
め
る
市
税
は
、
福

祉
・
教
育
・
道
路
整
備
な
ど
、
毎

日
の
暮
ら
し
や
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
の
重
要
な
財

源
で
す
の
で
、
納
期
限
内
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課

☎
２
３
・１
１
１
１（
内
線
１
１
４
）

マ
ル
福
制
度
の
ご
利
用
を

　
　
医
療
費
の
助
成

医療費
助成

市県民税
通知

 

マ
ル
福
と
は
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受
付
期
間
／
６
月
13
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
21
日（
火
）

※
水
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
郵
送
で
の
提
出

も
で
き
ま
す
。

受
付
場
所
／
市
役
所 

こ
ど
も
福

祉
課
（
す
こ
や
か
子
育
て
館
会
議

室
）・
支
所 

市
民
窓
口
課　

提
出
書
類
／　
　

1
児
童
手
当
現
況
届

2
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し

※
受
給
者
が
被
用
者
（
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
な
ど
）
の
場
合

※
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
提
出

す
る
書
類
が
あ
り
ま
す
。
郵
送
す

る
通
知
書
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ご
注
意
／
提
出
が
な
い
場
合
、
６

月
以
降
の
手
当
は
届
出
が
あ
る
ま

で
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
福
祉
課　

☎
２
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
６
３
）

児童
手当

６
月
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　

児
童
手
当
現
況
届

委員
募集

都
市
計
画
審
議
会
の

　
　
　

委
員
を
募
集
し
ま
す

　

都
市
計
画
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
幅
広
く
反
映
す
る
た

め
、
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

任
期
／
市
長
か
ら
委
嘱
を
受
け
た

日
（
７
月
下
旬
）
か
ら
２
年
間

報
酬
／
日
額
５
０
０
０
円

募
集
人
数
／
男
女
各
１
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考

応
募
資
格
／
市
内
に
住
所
の
あ
る

満
20
歳
以
上
で
、
年
３
回
程
度
、

平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
審
議
会

に
出
席
で
き
る
人

応
募
期
限
／
６
月
30
日
（
木
）

応
募
方
法
／
所
定
の
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
、

郵
送
で
申
し
込
み
。
応
募
用
紙
は

都
市
計
画
課
に
備
え
て
あ
り
ま

す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課

☎
２
３
・１
１
１
１
（
内
線
２
９
３
）

℻
２
２
・
６
０
７
０

　

toshikei@city.ishioka.lg.jp

犯罪
被害

ご
相
談
く
だ
さ
い

犯
罪
被
害
者
総
合
窓
口
を
設
置

　

犯
罪
被
害
者
へ
の
支
援
施
策
と

し
て
、
関
係
部
署
・
機
関
へ
の
連

絡
調
整
を
し
ま
す
。

　

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
場
所
／
市
役
所
ま
ち
づ
く
り

協
働
課

相
談
時
間
／
平
日
の
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

　

茨
城
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
犯
罪
被
害
者
が
利
用
で
き
る

制
度
や
身
近
な
人
が
被
害
に
あ
わ

れ
た
場
合
の
対
応
方
法
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
ア
ド
レ
ス
は
次
の
通

り
で
す
。

　
http://w

w
w
.pref.ibaraki.

jp/kenkei/a07_toiaw
ase/

victim
/index.htm

l

■
問
い
合
わ
せ

ま
ち
づ
く
り
協
働
課

☎
２
３
・１
１
１
１（
内
線
１
４
１
）

■児童手当を受けている人は毎年６
月中に児童手当を引き続き受ける要
件を確認するための「児童手当現況
届」を提出することになっています。

■該当する人には 6 月上旬に通知
を郵送します。ご確認ください。

ＨＰ
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ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
う
団
体

を
募
集
し
、
顕
著
な
成
果
を
あ
げ

て
い
る
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。
自

薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。
表
彰

式
は
秋
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

対
象
団
体
／
５
年
以
上
、
次
の
活

動
を
行
う
団
体

1
安
全
・
安
心
2
環
境
美
化
・
自

然
環
境
保
護
3
福
祉
・
教
育
4
観

光
振
興
5
そ
の
他
公
益
活
動
を
行

う
団
体

申
込
方
法
／
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
直
接
ま
た
は
郵

送
で
申
し
込
み

※
用
紙
は
各
公
民
館
、
ま
ち
か
ど

情
報
セ
ン
タ
ー
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
書
類
は
目

的
外
に
利
用
し
ま
せ
ん
。

申
込
期
間
／
６
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　

～
20
日（
月
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ま
ち
づ
く
り
協
働
課　

☎
２
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
４
０
）

団体
表彰

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む
団
体
を
表
彰
し
ま
す

身近な
みどり

皆
さ
ん
の
提
案
で

　
　
　森
林
を
整
備
し
ま
す

趣味
講座

ひ
ま
わ
り
の
館
講
座

　

皆
さ
ん
の
提
案
を
も
と
に
森
林

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

対
象
／
通
学
路
等
道
路
沿
い
・
住

宅
地
域
周
辺
・
コ
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ

な
ど
の
広
葉
樹
林
・
里
山
と
し
て

保
全
す
る
森
林
・
森
林
に
侵
入
す

る
竹
の
駆
除
整
備

※
実
施
に
あ
た
り
、
市
と
森
林
所

有
者
と
の
間
で
協
定
を
結
び
、
提

案
者
や
所
有
者
に
よ
る
10
年
間
の

維
持
管
理
が
条
件
に
な
り
ま
す
。

※
提
案
書
は
支
所
農
政
課
で
配

布
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
締
切
／
７
月
29
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

農
政
課

☎
４
３・１
１
１
１
（
内
線
１
１
４
４
）

▶ゆっくり、楽な動きで身体の機
能回復と動作の改善をします。
講師／栃本恵子先生
定員／ 10 人　　　参加費／無料

ゆっくり体操教室

7月12・26日、8月9・23日、
9月6・21日（火・全6回）
午前 10時～ 11 時 30 分
※ 9月 21日のみ水曜日です ▶ケイラク（ツボを結ぶライン）体

操で刺激し体調を改善しましょう。
講師／栃本恵子先生
定員／ 30 人　　　 参加費／無料

夏のけいらくストレッチ教室

7月21日（木）、8月3日（水）（全2回）
午前 10時～ 11 時

▶いらなくなった T シャツ 3 枚で
色とりどりのぞうりを作ります。
講師／塚田ヒロ子先生
定員／ 15 人　　　 参加費／無料

ルームぞうり作り教室

7月7・14日（木・全2回）
午前 10時～正午

▶リズムに合わせてホップ、ス
テップ、ジャンプ！
講師／木村幸子先生
対象／４歳から小学校低学年まで
定員／ 30 人　　　参加費／無料

キッズエアロ★ダンス教室

7月17・24日、8月7・21・28日（日・
全５回）午前10時～11時15分

▶初心者でも簡単にフランス家庭料
理を楽しめます。
内容／1抹茶のティラミス
2パンナコッタ・マンゴーソース添え
3季節のフルーツのクランブルケーキ
講師／加藤裕子先生
定員／各 20 人　参加費／各 1,000 円

かんたんフランス家庭料理

1 7月24日2 8月28日
3 9月25日（日）
午前 10時～午後０時 30分

申込期間／ 6 月 7 日（火）から定員に
なり次第締め切り（申込時間は午前 8
時 30 分～午後５時）
申込方法／電話で申し込み
■申し込み・問い合わせ
ふれあいの里石岡 ひまわりの館
☎ 35-1126

５　　広報いしおか６月１日号  №２５６



　

国
府
中
学
校
（
四
宮
雅
人
校
長
）

の
生
徒
た
ち
が
、
石
岡
駅
の
東
西
自

由
通
路
で
熊
本
地
震
へ
の
募
金
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
会
の
メ
ン

バ
ー
で
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と

は
な
い
か
と
話
し
合
い
、
４
月
26
日

か
ら
５
月
２
日
ま
で
学
校
が
始
ま
る

前
に
駅
に
集
ま
り
、
利
用
者
へ
呼
び

か
け
。
生
徒
会
長
の
大
和
正
樹
さ
ん

は
「
熊
本
で
困
っ
て
い
る
人
た
ち
を

勇
気
づ
け
た
い
と
い
う
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
募
金
活
動
を
通
し

て
少
し
で
も
、
熊
本
の
皆
さ
ん
の
役

に
立
て
た
ら
」
と
話
し
ま
し
た
。

府中の生徒たちが街頭募金活動国

▲手作りの募金箱を持つ国府中学校の生徒たち

ま のち わ だ い
楽しい行事や新しい活動など、身近な情報をお寄せください。

　

３
月
13
日
、
石
岡
市
民
会
館
で
、

合
併
10
周
年
記
念
の
市
民
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
「
龍
神
さ
ま
の
祝
い
丘
」
が
上

演
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
岡
地
区
と
八
郷
地
区
の
間
に
あ

る
龍
神
山
を
舞
台
に
、
対
立
す
る
二

つ
の
村
の
大
人
た
ち
が
、
若
者
た
ち

の
真
っ
直
ぐ
な
思
い
に
触
れ
る
こ
と

で
、
自
然
の
恵
み
の
大
切
さ
に
気
付

か
さ
れ
て
い
く
ス
ト
ー
リ
ー
。

　

１
０
０
０
席
あ
る
大
ホ
ー
ル
は
満

員
御
礼
。
最
後
は
キ
ャ
ス
ト
と
観
客
が

一
体
と
な
り
「
石
岡
数
え
唄
」
を
歌
い
、

感
動
の
内
に
幕
が
下
り
ま
し
た
。

　　役は市民！みんなでつくりあげた舞台－「龍神さまの祝い丘」を上演主

▲キャストは小学３年生から 75 歳までの石岡市民総勢 35 人

▲今泉市長に表彰の報告をする遠藤校長（右）

　

４
月
20
日
、
科
学
教
育
で
功
績
が

あ
っ
た
と
し
て
、
府
中
小
学
校
が
文

部
科
学
省
の
大
臣
表
彰
で
あ
る
「
創

意
工
夫
育
成
功
労
学
校
賞
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
夏
休
み
の
科
学
研
究

や
発
明
工
夫
作
品
展
に
積
極
的
に
参

加
し
、
創
意
工
夫
を
重
ね
た
実
験
や

地
道
な
観
察
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
そ
の
姿
勢
が
認
め
ら
れ
今

回
の
受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
遠

藤
啓
一
校
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
子
ど

も
た
ち
の
探
究
心
を
育
て
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　　中小の科学教育に大臣表彰府

▲若者たちの真っ直ぐな思いが、村人たちに伝わっていきます

▲ 1 時間 30 分の舞台を演じきり、感動のフィナーレ
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４
月
20
日
、
田
中
台
祭
礼
会
（
山

口
尭

た
か
し

会
長
）
の
皆
さ
ん
が
、
熊
本

地
震
で
被
災
し
た
市
民
へ
義
援
金
を

送
ろ
う
と
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
訪

れ
ま
し
た
。

　

祭
礼
会
の
鈴
木
彪あ

や
お夫
さ
ん
は
「
大

地
震
の
災
害
に
遭
わ
れ
て
、
大
変
な

状
況
に
置
か
れ
て
い
る
被
災
者
の
生

活
の
再
建
に
少
し
で
も
役
に
立
て
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し

た
。

　

寄
託
さ
れ
た
義
援
金
20
万
円
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
共
同
募
金
会
を

通
し
て
被
災
地
に
送
ら
れ
ま
す
。

▲義援金を手渡す田中台祭礼会（右）の皆さん

　　に立ちたい、熊本へ義援金役

▲おかめの踊りを披露する前に、はいチーズ！

　　しくなった石岡駅を祝う、完成式典を開催新

▲テープカットを行う橋本県知事（右）・今泉市長（中央）・塚谷議長（左）
　

３
月
30
日
、石
岡
駅
西
口
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
パ
ー
ク
で
、
石
岡
駅
完
成
式

典
を
行
い
ま
し
た
。
式
典
で
今
泉
市

長
は
「
ま
ち
の
東
西
が
つ
な
が
り
、

駅
に
は
交
流
の
賑
わ
い
の
機
能
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
駅
舎
が
で
き
て

終
わ
り
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
に
活

用
さ
れ
て
い
く
か
を
市
民
の
皆
さ
ん

と
考
え
て
い
き
た
い
。
こ
れ
か
ら
が

新
た
な
ス
タ
ー
ト
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
金
丸
保
存
会
や
、
石

岡
小
・
国
府
中
の
郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ

の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
石
岡
囃
子
が

披
露
さ
れ
、会
場
を
賑
わ
せ
ま
し
た
。

▲中学校生活の決意を新たにする新入生たち

新 たな学校生活、1189 人が入学

　

４
月
上
旬
、
市
内
公
立
小
中
学
校

で
入
学
式
が
行
わ
れ
、
５
４
０
人
の

小
学
１
年
生
と
６
４
９
人
の
中
学
１

年
生
が
入
学
。

　

城
南
中
（
遠
藤
眞
校
長
）
の
入
学

式
で
今
泉
市
長
は
「
今
年
度
か
ら
新

た
に
『
ふ
る
さ
と
学
習
』
が
始
ま
り

ま
す
。
知
識
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の

地
に
生
き
た
人
の
歴
史
を
知
り
、
ふ

る
さ
と
へ
の
誇
り
を
も
つ
大
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

新
入
生
代
表
の
小
沼
蓮
也
く
ん
は「
悔

い
の
な
い
３
年
間
を
過
ご
せ
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲金丸町のお囃子が会場を盛り立てます

７　　広報いしおか６月１日号  №２５６



1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
石岡市公式ホームページ
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766

ＨＰ

募

集

イ

ベ

ン

ト

情報ネット
ワーク

information

ほ
た
る
観
賞
会

期
日
／
６
月
18
日
（
土
）・
７
月

２
日
（
土
）

※
雨
天
時
は
中
止
。
開
催
決
定
は

当
日
の
午
後
３
時

受
付
時
間
／
午
後
６
時
～
６
時
30
分

参
加
費
／
８
０
０
円
（
夕
食
の
手

打
ち
そ
ば
代
を
含
む
）

定
員
／
35
人
（
先
着
）

申
込
方
法
／
電
話
で
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

朝
日
里
山
学
校

☎
５
１
・
３
１
１
７

や
さ
と
読
書
会 

文
学
散
歩

▼
山
本
有
三
の
生
誕
地
、
栃
木
市

（
蔵
の
街
）
を
訪
ね
ま
す
。

日
時
／
６
月
22
日
（
水
）
午
前
９

時
出
発

集
合
場
所
／
中
央
公
民
館
前

参
加
費
／
２
５
０
０
円
程
度
（
昼

食
代
、
高
速
代
を
含
む
）

申
込
締
切
／
６
月
15
日
（
水
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

や
さ
と
読
書
会
（
富
田
）

☎
４
２
・
３
３
１
９

石
岡
市
・
小
美
玉
市
就
職
説
明

会
参
加
企
業

▼
就
職
説
明
会
に
参
加
す
る
企
業

を
募
集
し
ま
す
。
大
学
、
短
大
、

専
門
学
校
な
ど
を
卒
業
見
込
み

（
平
成
29
年
３
月
）
と
既
卒
（
概

ね
３
年
以
内
）
で
未
就
職
の
人
を

対
象
と
し
た
説
明
会
で
す
。

日
時
／
８
月
３
日
（
水
）
午
後
１

時
～
４
時

場
所
／
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

申
込
期
間
／
６
月
６
日
（
月
）
～

30
日
（
木
）

参
加
条
件
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
平

成
29
年
３
月
卒
業
予
定
の
大
卒
等

求
人
申
込
を
し
て
い
る
県
内
に
事

業
所
の
あ
る
企
業

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
求
人
申
込
を

し
て
い
な
い
企
業
は
、
企
業
説
明

の
み
と
な
り
ま
す
。

募
集
数
／
30
社
程
度

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

1
商
工
課
（
内
線
４
８
２
）

ふ
れ
あ
い
農
園
利
用
者
追
加
募
集

▼
野
菜
作
り
の
楽
し
さ
と
収
穫

す
る
喜
び
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

農
園
場
所
／
宮
部
地
区
（
１
０
９

区
画
）・
東
府
中
地
区
（
43
区
画
）

年
間
利
用
料
／
６
２
９
０
円
（
１

区
画
30
㎡
）

申
込
方
法
／
認
め
印
と
使
用
料
を

持
参
の
上
、
農
政
課
に
直
接
、
申

し
込
み
。
※
受
け
付
け
は
平
日
の

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

2
農
政
課
（
内
線
１
１
５
４
）

平成 28 年熊本地震災害義援金の受付
６月 30 日まで受け付けています。
■日本赤十字社への送金
受付場所　社会福祉課、支所 総務課
■共同募金会への送金
受付場所　市社会福祉協議会（ひまわ
りの館内、農村高齢者センター内）、
社会福祉課

農　園

国 道 355 号

◆宮部地区ふれあい農園

農　園

石岡第一病院

至　柏原工業団地

◆東府中地区ふれあい農園

県道石岡・筑西線

至国道６号国　府
中学校

至国道６号

至 市 内

広報いしおか６月１日号  №２５６　　８
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日時／７月６・13・20 日、８月３・
10・17・24・31 日、 ９ 月 ７・14・
28 日（水・全 11 回）
午後２時 30 分～４時
場所／ふれあいの里石岡ひまわりの館
定員／ 40 人（抽選、未参加者を優先）
講師／木村幸子先生
対象／市内在住の 65 歳以上で心疾患
がなく、医師から運動制限をされてい
ない人。
申込方法／６月８日 ( 水 ) ～ 13 日（月）
に直接または電話で申し込み。
■申し込み・問い合わせ
市社会福祉協議会　☎ 22-2411

　　　
第２回ひまわり体操教室

（ストレッチ体操） 参加費無料
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

日
時
／
７
月
５
日
（
火
）・
６
日

（
水
）
の
２
日
間　

午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分
ま
で

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま

わ
り
の
館

受
講
料
／
５
０
０
０
円

※
お
つ
り
の
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。
申
し
込
み
後
の
受
講
料

は
返
還
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法
／
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
受
講
料
を
添
え
て

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
／
６
月
15
日
（
水
）
午

前
９
時
～
午
後
３
時

受
付
場
所
／
柏
原
分
署
２
階
会
議

室定
員
／
60
人
（
先
着
）

※
申
込
用
紙
は
市
内
消
防
署
窓
口

や
市
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

市
消
防
本
部
予
防
課

☎
２
７
・
６
１
２
５

刈
払
機
取
扱
作
業
者
に
対
す
る

安
全
衛
生
教
育
講
習
会

日
時
／
６
月
30
日
（
木
）
午
前
８

時
30
分
受
付　

９
時
開
始

場
所
／
つ
く
ば
ね
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場(

小
幡
２
１
３
２
‐
14)

定
員
／
20
人
程
度

受
講
料
／
９
０
０
０
円
（
当
日
支

払
い
）

申
込
方
法
／
６
月
13
日
（
月
）
ま

で
に
指
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
の

上
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
郵
送
ま
た
は

持
参
に
て
申
し
込
み
。
用
紙
は
当

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

持
参
す
る
も
の
／
写
真(

タ
テ
3.5

㎝
×
ヨ
コ
2.5
㎝) 

※
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
申
し
込
み
の
場
合
は
、
押
印
済

み
の
申
込
用
紙
の
原
本
を
当
日
持

参
し
て
下
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

つ
く
ば
ね
森
林
組
合

☎
４
４
・
０
１
６
７

℻
４
４
・
０
１
６
８

夏
休
み
期
間
の
学
童
保
育

▼
夏
休
み
期
間
中
の
学
童
保
育
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
た

だ
し
定
員
に
空
き
が
あ
る
場
合
に

限
り
ま
す
。

受
付
期
間
／
６
月
１
日
（
水
）
～

17
日
（
金
）

開
所
日
時
／

月
曜
日
～
土
曜
日
の
午
前
８
時
か

ら
午
後
６
時
30
分
ま
で

※
８
月
13
～
16
日
は
閉
所
。

申
込
方
法
／
各
小
学
校
の
児
童
ク

ラ
ブ
に
直
接
申
し
込
み
。
申
込
書

は
児
童
ク
ラ
ブ
、
生
涯
学
習
課
、

市
民
課
に
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

2
生
涯
学
習
課
（
内
線
１
３
６
３
）

認
知
症
簡
易
チ
ェ
ッ
ク
サ
イ
ト

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
簡
単
に
認
知
症
の

チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
ま
す
。

　

家
族
介
護
者
向
け
・
本
人
向
け

の
２
種
類
あ
り
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
を
利
用
す
る
場
合

ＨＰ

h
ttp

://fish
b

ow
lin

d
ex.

net/ishioka/

携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

※
利
用
料
は
無
料
（
通
信
料
は
自

己
負
担
）
で
、
個
人
情
報
の
入
力

は
一
切
不
要
で
す
。
医
学
的
な
診

断
基
準
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

暮
ら
し
の
目
安
と
し
て
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
３
５
・
１
１
２
７

講

座

教

室

お

知

ら

せ

９　　広報いしおか６月１日号  №２５６
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お

知

ら

せ

1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766
石岡市公式ホームページ
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

情報ネット
ワーク

information

男
女
共
同
参
画
・
国
際
交
流

　
　
　

施
策
推
進
事
業
補
助
金

▼
男
女
共
同
参
画
施
策
推
進
事
業

補
助
金

対
象
／
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に

関
す
る
事
業
を
行
う
、
市
内
に
拠

点
を
置
く
非
営
利
の
民
間
団
体
、

ま
た
は
、
県
な
ど
が
主
催
す
る
女

性
の
た
め
の
海
外
派
遣
事
業
の
参

加
者
で
市
内
に
住
所
を
有
す
る

人
。

補
助
額
／
補
助
対
象
経
費
か
ら
事

業
収
入
を
引
い
た
額
の
50
％
以
内

で
１
事
業
に
つ
き
上
限
８
万
円
。

▼
国
際
交
流
施
策
推
進
事
業
補
助
金

対
象
／
国
際
交
流
に
関
す
る
事
業

を
行
う
、
市
内
に
活
動
拠
点
を
置

く
非
営
利
の
民
間
団
体
。

補
助
額
／
補
助
対
象
経
費
か
ら
事

業
収
入
を
引
い
た
額
の
50
％
以
内

で
１
事
業
に
つ
き
上
限
10
万
円
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

1
政
策
企
画
課

男
女
共
同
参
画
（
内
線
２
２
６
）

国
際
交
流
（
内
線
２
２
４
）

土
の
採
取
は
許
可
が
必
要
で
す

▼
市
内
で
土
の
掘
削
ま
た
は
切
り

取
り
を
す
る
際
、
そ
の
面
積
が

５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
ま
た
は
採

取
す
る
土
の
量
が
５
０
０
立
方

メ
ー
ト
ル
以
上
と
な
る
場
合
は
土

採
取
事
業
許
可
申
請
が
必
要
で

す
。

■
問
い
合
わ
せ

1
建
築
住
宅
指
導
課
（
内
線
４
２
３
）

農
作
物
の
被
害
防
止
へ

有
害
鳥
獣
捕
獲
を
行
い
ま
す

実
施
期
間

１
回
目
／
６
月
４
日
（
土
）
～
７

月
３
日
（
日
）
30
日
間

２
回
目
／
８
月
28
日
（
日
）
～
９

月
25
日
（
日
）
29
日
間

※
実
施
隊
は
最
善
の
注
意
を
払
っ

て
捕
獲
を
行
い
ま
す
が
、
事
故
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
山
間
部
に
立

ち
入
る
時
は
目
立
つ
服
装
や
ラ
ジ

オ
な
ど
音
が
出
る
も
の
を
携
行
し

て
く
だ
さ
い
。

農
作
物
被
害
防
止
用
（
カ
ラ
ス
）

を
配
布
し
ま
す

▼
希
望
す
る
人
は
６
月
４
日（
土
）、

７
月
３
日
（
日
）
午
後
４
時
に
支

所
駐
車
場
で
配
布
し
ま
す
。

わ
な
猟
取
得
支
援
し
ま
す

▼
狩
猟
免
許
（
わ
な
猟
）
を
取
得

す
る
場
合
に
必
要
な
費
用
を
補
助

し
ま
す
。

対
象
／
市
内
在
住
の
農
業
者
な
ど

マイナンバーカード交付状況について
　マイナンバーカード（個人番号カード）は、地方公共団体
情報システム機構から市に送付され、交付準備の整った人へ
交付案内のハガキをお送りしていますが、現在、申請受付か
らハガキの発送まで約４か月かかっています。
　また、カードを交付する際もシステム障害などにより当日
中にお渡しできない状況が発生しています。
　ご迷惑をおかけしますがご理解をお願いします。

■問い合わせ　1 市民課（内線 120）

（
た
だ
し
、
合
格
者
の
み
）

補
助
内
容
／
わ
な
猟
免
許
申
請
手

数
料
・
予
備
講
習
会
受
講
料

※
詳
し
く
は
、
県
南
県
民
セ
ン

タ
ー
環
境
保
安
課

☎
０
２
９
・
８
２
２
・
８
３
６
４

■
問
い
合
わ
せ

2
農
政
課
（
内
線
１
１
５
３
）

『石岡市合併 10 周年記念誌 
　ISHIOKA　SKETCH』好評発売中！
定価　700 円（税込）
販売場所　TSUTAYA ピアシティ石岡店、
TSUTAYA ヤマニ石岡店、アキヤマ書店、
たかぎ書店、イチムラ書店、なべや書店、
市役所（秘書広聴課）、支所（総務課）
■問い合わせ 1 秘書広聴課（内線 214）

広報いしおか６月１日号  №２５６　１０
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経
営
所
得
安
定
対
策
交
付
申
請

６
月
30
日
ま
で

▼
水
田
で
生
産
さ
れ
た
水
稲
、
転

作
作
物
、
麦
、
大
豆
、
そ
ば
を
販

売
す
る
場
合
は
、
条
件
を
満
た
せ

ば
水
田
や
畑
に
関
す
る
交
付
金
制

度
で
あ
る
経
営
所
得
安
定
対
策
の

交
付
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
交
付
申
請
を
し
て
い
な
い
生

産
者
は
６
月
30
日
（
木
）
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

2
農
政
課
（
内
線
１
１
５
４
）

講
演
会
「
心
臓
の
病
気　

予
防

と
対
応
」

▼
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
と
最
近

の
話
題
を
中
心
に
講
演
し
ま
す
。

日
時
／
６
月
19
日
（
日
）
午
後
１

時
～
４
時

場
所
／
土
浦
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
議
室（
土
浦
市
ウ
ラ
ラ
２
ビ
ル
）

資
料
代
／
５
０
０
円

講
師
／
久
佐
茂
樹
先
生
（
土
浦
協

同
病
院
循
環
器
内
科
医
師
）

■
問
い
合
わ
せ

日
本
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
友
の
会
茨

城
県
支
部
（
栗
山
）

☎
０
９
０
・
３
５
９
８
・
２
９
８
６

お

知

ら

せ

若
宮
Ⅲ
地
区
を
調
査

　

平
成
28
年
度
の
地
籍
調
査
は
、「
若
宮
Ⅲ
地
区
」（
図
の
太
線
内
）
を
調

査
し
ま
す
。
国
土
調
査
法
に
基
づ
い
て
測
量
を
行
い
、
現
地
と
一
致
す
る

正
確
な
地
図
（
地
籍
図
）
簿
冊
（
地
籍
簿
）
を
作
成
し
ま
す
。

※
土
地
の
境
界
立
ち
会
い
を
行
う
場
合
に
は
、
事
前
に
通
知
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

1
地
籍
調
査
課
（
内
線
４
８
６
）

全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談
所

▼
６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の

日
で
す
。
人
権
擁
護
委
員
が
地
域

の
皆
さ
ん
か
ら
相
談
を
お
受
け
し

問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

日
時
／
６
月
８
日
（
水
）
午
前
10

時
～
午
後
３
時

場
所
／
市
役
所
総
務
防
災
館
２
階

■
問
い
合
わ
せ

1
社
会
福
祉
課
（
内
線
４
６
４
）

▲植えてはいけない
「けし」

相

談

つ
く
ば
市　

自
転
車
競
技
大
会
に
伴
う
交
通
規
制
（
通
行
止
め
）

日
時
／
６
月
12
日
（
日
）

　
　
　

午
前
８
時
～
正
午

場
所
／
つ
く
ば
市
特
設
ロ
ー
ド

コ
ー
ス
（
国
道
１
２
５
号
線
、

４
０
８
号
線
の
一
部
。
図
参
照
）

■
問
い
合
わ
せ

つ
く
ば
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
０
２
９
・
８
８
３
・
１
１
１
１

植
え
て
は
い
け
な
い
「
け
し
」

発
見
に
ご
協
力
を

▼
「
け
し
」
の
仲
間
は
観
賞
用
と

し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
が
、
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
植
え
て
は
い
け
な
い
「
け

し
」
を
発
見
し
た
場
合
は
、
土
浦

保
健
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

県
土
浦
保
健
所
衛
生
課

☎
０
２
９
・
８
２
１
・
５
３
６
４
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毎
月
上
旬
に
開
催
す
る
市
の
幹

部
会
議
を
庁
議
と
い
い
ま
す
。
今

月
は
熊
本
地
震
を
受
け
て
、
市
の

地
域
防
災
計
画
を
見
直
そ
う
と
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
冒
頭
で
私
は
次
の
よ
う
に

言
い
ま
し
た
。 

　
「
こ
の
と
こ
ろ
想
定
外
の
災
害

が
起
き
て
い
ま
す
が
、
い
つ
起
こ

る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
対
し
て

も
、
し
っ
か
り
と
想
定
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
地
域
防
災
計
画
を
見
直

し
、
大
地
震
や
水
害
に
対
す
る
備

え
を
確
か
な
も
の
に
し
た
い
と
考

え
ま
す
」 

　

庁
議
は
１
時
間
近
く
こ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
論
じ
、
大
き
く
次
の

３
点
が
課
題
と
し
て
浮
き
彫
り
に

な
り
ま
し
た
。 

　

一
つ
に
、防
災
意
識
の
向
上
で
、

こ
れ
は
職
員
や
市
民
、
児
童
生
徒

な
ど
を
対
象
に
周
知
徹
底
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
二
つ
に
、
緊
急
時
の

水
の
供
給
で
、
給
水
対
策
や
井
戸

の
問
題
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
三

つ
に
、
急
傾
斜
地
対
策
が
あ
り
、

対
応
と
し
て
状
況
調
査
や
防
災
パ

ト
ロ
ー
ル
に
加
え
、
斜
面
崩
壊
防

止
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
触
れ
ら

れ
ま
し
た
。 

　

こ
の
ほ
か
、
恋
瀬
川
の
河
川
改

修
に
つ
い
て
は
、
国
県
要
望
の
成

果
が
実
り
、
今
年
か
ら
事
業
化
が

決
定
し
、
年
次
計
画
の
も
と
河
川

氾
濫
の
災
禍
が
年
々
抑
え
ら
れ
て

い
く
見
通
し
が
立
ち
ま
し
た
。
関

係
者
の
ご
尽
力
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

　

安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
、
一
歩
一
歩
着
実
に
実
行
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

５
月
９
日
（
月
）

庁
議
の
ひ
と
コ
マ

今
泉 

文
彦

文
と
写
真

▲ 4 月 16 日に熊本県益城町、20 日に佐賀県武雄市
に向け救援物資を送りました。詳しくはＰ2に掲載。

市
長
日
記
27

こんなまちに
なったらな

こんなまちで　
子育てしたいな

申
込
方
法

　

市
内
在
住
・
在
勤
で
、
当
日
の

参
加
者
が
10
人
を
見
込
む
地
区
・

団
体
が
対
象
で
す
。

　

直
接
ま
た
は
、
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

秘
書
広
聴
課

☎
２
３
・
１
１
１
１

（
内
線
２
１
２
）

参加者募集！ タウン
ミーティングタウンミーティングとは

　市長が直接、皆さんの地区に出向き、まちづくりに
ついて対話するものです。

　廃校になった中学校跡地の活用、地区の耕作放棄地
や鳥獣被害の実態、災害時のための住民の避難訓練。
地域の課題、タウンミーティングで話しませんか？

平成 27 年度の主な実施団体
歴史ボランティアの会、石岡ハーモニーネット
新石岡市を考える市民の会、石岡建築士会
守横町内会、恋瀬・瓦会地区
葦穂地区、根小屋地区　　　　　　　　　など

聞かせてください
あなたの思い。

広報いしおか６月１日号  №２５６　１２
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石
岡
駅
（
地
図
❶
）
か
ら
中
町

通
り
（
地
図
❷
）
に
向
か
う
と
、

上
り
坂
が
続
く
。
恋
瀬
川
と
山
王

川
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
た
高
台
に

市
街
地
が
広
が
っ
て
い
る
。
石
岡

は
丘
の
上
の
平
ら
な
街
な
の
だ
。

　

こ
の
台
地
の
地
形
は
、
13
万
年

前
に
広
が
っ
て
い
た
海
を
埋
め
た

地
層
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の

で
、関
東
平
野
に
広
く
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
見
慣
れ
た
石
岡
の

風
景
は
、
全
国
的
に
は
あ
ま
り
見

ら
れ
な
い
、特
有
の
地
形
で
あ
る
。

新
潟
平
野
、
仙
台
平
野
な
ど
、
多

く
の
平
野
は
水
田
と
な
っ
て
い
る

広
い
低
地
ば
か
り
で
台
地
は
発
達

し
な
い
。低
地
と
の
間
の
斜
面
は
、

山
王
川
の
谷
に
比
べ
て
、
恋
瀬
川

の
方
は
か
な
り
急
傾
斜
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
前
回
に
触
れ
た
よ

う
に
、
縄
文
時
代
に
恋
瀬
川
の
谷

に
入
り
込
ん
だ
海
の
波
が
台
地
を

削
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

　　

石
岡
は
奈
良
時
代
８
世
紀
初
め

に
常
陸
国
府
が
置
か
れ
た
場
所
で

あ
る
。
東
海
道
で
早
馬
を
走
ら
せ

れ
ば
都
か
ら
の
情
報
が
届
き
、
近

く
に
内
湾
が
発
達
し
て
交
通
も
至

便
。
高
台
の
平
ら
な
地
形
は
、
国

府
を
整
備
す
る
に
は
良
い
土
地

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
国
府
（
国
指

定
史
跡
）
は
現
在
の
石
岡
小
学
校

付
近
に
置
か
れ
て
い
た
。
現
地
で

は
地
下
に
遺
構
が
保
存
さ
れ
て
い

る
た
め
何
も
見
え
な
い
が
、
ふ
る

さ
と
歴
史
館
（
地
図
❸
）
に
行
け

ば
、
出
土
物
を
見
な
が
ら
国
府
や

周
辺
遺
跡
の
概
要
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。

　

国
府
ゆ
か
り
の
常
陸
國
總
社

宮
（
地
図
❹
）
が
千
年
後
の
今
も

鎮
座
し
て
い
る
。
随
神
像
や
本
殿

は
江
戸
期
の
も
の
で
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。
本
殿
の
前
の
拝

殿
は
西
を
向
い
て
お
り
、
こ
ち
ら

が
本
来
の
正
面
に
な
る
。
拝
殿
前

の
急
な
石
段
は
台
地
の
縁
に
当
た

り
、
社
務
所
の
西
側
か
ら
小
道
を

み
そ
ぎ
池
の
方
に
降
り
る
と
、
途

中
に
湧
水
が
あ
る
。よ
く
見
る
と
、

そ
こ
か
ら
上
は
小
石
混
じ
り
の
粗

い
砂
、
下
は
泥
の
層
と
な
っ
て
い

て
、
泥
層
が
不
透
水
層
と
な
っ
て

地
下
水
が
湧
い
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
の
泥
層
は
高
浜
の
台
地

を
作
る
地
層
の
続
き
で
あ
る
。
石

岡
に
は
「
府
中
六
井
」
と
呼
ば
れ

た
泉
が
あ
っ
た
。
田
島
の
小
目
井

（
地
図
❺
）
や
若
宮
の
石
井
（
地

図
❻
）
が
残
る
が
、
今
は
豊
か
な

水
は
な
い
。
総
社
の
湧
水
は
、
か

つ
て
の
「
水
が
支
え
る
国
府
」
の

こ
と
を
思
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

国
府
の
北
に
は
国
分
寺
跡
（
地

図
❼
）
が
あ
る
。
北
西
に
あ
る
国

分
尼
寺
跡
と
共
に
国
指
定
特
別
史

跡
と
な
っ
て
い
る
。
薬
師
堂
裏
に

は
金
堂
や
講
堂
の
礎
石
が
残
る
。

西
側
の
国
分
寺
参
道
に
は
七
重
塔

礎
石
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
大
き
な

石
も
あ
る
。
い
ず
れ
も
後
世
に
動

か
さ
れ
て
い
て
元
々
の
柱
の
位
置

を
示
さ
な
い
が
、
さ
ぞ
立
派
な
建

物
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き

る
。
使
用
さ
れ
て
い
る
石
は
、
は

ん
れ
い
岩
や
花
崗
岩
で
、
筑
波
山

麓
か
ら
か
な
り
の
距
離
を
運
ば
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
足
を
伸
ば
し

て
国
分
尼
寺
跡
（
地
図
❽
）
ま
で

行
け
ば
、
当
時
の
寺
の
広
大
さ
と

平
ら
な
土
地
を
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

文　

環
境
省
委
嘱 

自
然
公
園
指

　
　

導
員　

矢
野
徳
也

第2回　常陸国の首都（石岡）

▲石岡付近案内図

　２億年をさかのぼる石岡市の大地の物語を訪
ねる歩き書きのシリーズ。全８回の掲載です。

目指せ！筑波山地域ジオパーク！
　ジオパーク（Geo Park）の「ジオ（Geo）」は、「大
地」や「地球」という意味。筑波山地域６市が、
連携してジオパークの認定を目指しています。

いしおかの
大地を歩く

１３　広報いしおか６月１日号  №２５６
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石岡運動公園　　　　　☎ 26-7210
八郷総合運動公園　　　☎ 43-6884
石岡海洋センター　　　☎ 23-5191
柏原野球公園管理事務所     ☎ 23-8158
朝日スポーツ交流施設　☎ 43-6884

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
長
杯
大
会

４
月
３
・
10
日

石
岡
運
動
公
園
多
目
的
広
場

優

　勝　

ポ
ロ
ク
ラ
ブ

３
月
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

月
例
大
会

３
月
10
日

優

　勝　

ラ
ン
ド
ム
チ
ー
ム

湖
北
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

３
月
17
日

優

　勝　

ラ
ン
ド
ム
チ
ー
ム

結

　果

スポーツ

▶サッカーが上手になりたい小学生集まれ！
日時／６月 18・25 日、７月 2 日（土）午
後１時～２時 30 分
※ 7 月 2 日は３時まででミニゲームを実施。
予備日は７月 16 日（土）。
参加費／ 500 円（１回）
定員／ 30 人（先着）
講師／石岡アセンブルＦＣ飯田秀正氏（ＮＰ
Ｏ法人アスレティックいしおか）
服装／運動靴、動きやすい服
持ち物／着替え・飲み物（スポーツ飲料など）

小学生サッカー教室
会場／柏原サッカー公園

▶トレイルの醍醐味。至極の風景はすぐそこに。
日にち／８月 28 日（日） 
種目・参加料金／
・ロングコース（70㎞）---------12,000 円
・ミドルコース（48㎞）----------8,000 円
・ショートコース（25㎞）-------7,000 円
定員／各 500 人 
参加条件／中学生以上（共通）、トレイルラン
大会で 30㎞以上のコースの完走経験がある人

（ロング）、トレイルラン大会に参加経験のあ
る人（ミドル） 
申込方法／直接またはインターネット（シン
コーネット、ランネット、スポーツエント
リー） から申し込み
※支所観光課に申込用紙を設置しています。 
申込締切／７月３日（日） 
主催／筑波連山天空ロード＆トレイルラン
in いしおか大会事務局（石岡トレイルラン
クラブ内） 

問　大会事務局　☎ 24‒4428

第 3 回筑波連山トレイル大会
スタート会場／八郷総合支所

トレイルランとは、山道を
走るスポーツ。山に囲まれ
た石岡市には全国から愛好
者が集まります

参加者募集

日時／６月 19 日～ 7 月 31 日の毎週日曜日
午前９時～ 11 時
対象／市内在住の小学 4 年～成人まで
※市内に通学、通勤している人も対象
参加費／ 1,000 円　定員／ 50 人（先着）
※ 15 人に達しない場合は中止します。
申込方法／６月 15 日（水）までに参加費を
添えて石岡運動公園または八郷総合運動公園
に直接申し込み。

問　スポーツ振興課　☎43-1111（内線1233）

初心者ソフトテニス教室
会場／柏原野球公園内テニス場

大会ボランティアも募集中！
一緒に大会を盛り上げよう！

広報いしおか６月１日号  №２５６　１４
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申・問  石岡市柏原運動施設　☎ 23‒8158



健康

健 康
ガイド

石岡保健センター
☎ 24-1386　ＦＡＸ 24-4638 
八郷保健センター
☎ 43-6655　ＦＡＸ 44-1492

■
健
康
診
査
（
地
区
健
診
）

日
時
・
場
所
／

・
６
月
９
日
（
木
）

国
府
地
区
公
民
館

・
24
日
（
金
）

ひ
ま
わ
り
の
館

・
７
月
７
日
（
木
）・
８
日
（
金
）

東
地
区
公
民
館

午
前
９
時
30
分
～
11
時
、

午
後
１
時
30
分
～
３
時

健
診
項
目
／
【
39
歳
以
下
】 

健
康

診
査
【
40
歳
以
上
】
特
定
健
康
診

査
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、
大

腸
が
ん
検
診
（
検
診
当
日
検
査
容

器
を
配
付
）【
50
歳
以
上
男
性
】

前
立
腺
が
ん
検
診

■
乳
が
ん
検
診
の
実
施
機
関
が

追
加
さ
れ
ま
し
た

実
施
機
関
名
・
電
話
番
号
／

・
石
岡
市
医
師
会
病
院

☎
２
３
・
４
１
１
３

・
山
王
台
病
院

☎
２
６
・
３
１
３
０

・
霞
ヶ
浦
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
・
８
２
６
・
６
４
７
１

・
日
立
製
作
所
土
浦
診
療
健
診
セ

ン
タ

☎
０
２
９
・
８
３
１
・
５
８
３
８

・
神
立
病
院

☎
０
２
９
・
８
３
１
・
９
７
１
１

・
つ
く
ば
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
・
８
５
６
・
３
５
０
０

・
霞
ヶ
浦
成
人
病
研
究
事
業
団
健

診
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
・
８
８
７
・
４
５
６
３

・
茨
城
県
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
・
２
４
３
・
１
１
１
１

・
茨
城
県
立
中
央
病
院

☎
０
２
９
６
・
７
７
・
１
１
２
１

▼
予
約
後
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
で

医
療
機
関
受
診
券
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
／
30
歳
以
上
の
女
性
。
た
だ

し
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
40
歳
以

上
の
女
性
。
※
乳
が
ん
の
検
診
項

目
（
視
触
診
・
超
音
波
・
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
ー
）
は
、
実
施
機
関
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
成
人
歯
科
・
口
腔
が
ん
検
診

▼
歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科
診
察
・

視
触
診
と
歯
科
衛
生
指
導
で
す
。

日
に
ち
・
場
所
／

７
月
22
日
（
金
）

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
／
18
歳
以
上

定
員
／
80
人
（
先
着
）

申
込
方
法
／
６
月
27
日
（
月
）
～

７
月
１
日
（
金
）
に
八
郷
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
直
接
ま
た
は
電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み
。

■
要
件
該
当
者
は
が
ん
検
診
・

健
康
診
査
が
無
料
に

▼
次
の
①
か
ら
③
に
該
当
す
る
場

合
に
は
、
無
料
に
な
り
ま
す
（
特

定
健
康
診
査
を
除
く
）。

①
健
（
検
）
診
日
現
在
、
生
活
保

護
法
に
よ
る
被
保
護
者

②
当
該
年
度
分
市
町
村
民
税
非
課

税
世
帯（
世
帯
員
全
員
が
非
課
税
）

③
障
害
の
重
度
判
定
者
（
身
体
障

害
者
手
帳
１
・
２
級
、
療
育
手
帳

Ａ
・
Ａ
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
１
級
）。

　

①
②
に
該
当
す
る
場
合
は
、「
健

（
検
）
診
負
担
金
免
除
証
明
願
」

が
必
要
で
す
。
①
は
市
役
所
福
祉

事
務
所
（
社
会
福
祉
課
）、
②
は

市
役
所
税
務
課
ま
た
は
支
所
市
民

窓
口
課
で
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
③
に
該
当
す
る
人
は
健（
検
）

診
当
日
に
障
害
者
手
帳
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

６
月
４
日
～
10
日
は

歯
と
口
の
健
康
週
間
で
す

　

こ
の
週
間
は
、

歯
と
口
の
健
康

に
関
す
る
正
し

い
知
識
を
普
及

啓
発
す
る
と
と

も
に
、
歯
科
疾

患
の
予
防
や
早
期
発
見
・
治
療
を

行
い
、
歯
の
寿
命
を
の
ば
す
こ
と

で
健
康
の
保
持
増
進
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
１
９
８
０
年
代
の
歯

科
実
態
調
査
で
は
、
80
歳
代
で

残
っ
て
い
る
自
分
の
歯
は
、
わ
ず

か
４
本
で
し
た
が
、
現
在
は
12
・

２
本
と
な
っ
て
お
り
、
歯
を
大
切

に
す
る
人
が
増
え
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

平
成
28
年
度
の
標
語
は
「
健
康

も
楽
し
い
食
事
も
い
い
歯
か
ら
」。

歯
み
が
き
や
定
期
的
な
歯
科
検
診

を
行
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
家
族
や
仲
間
と
ゆ
っ
た
り
と

食
事
を
す
る
こ
と
や
、
好
き
嫌
い

な
く
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と

も
、
よ
く
か
め
る
歯
と
口
の
健
康

を
保
ち
、
健
康
で
い
き
い
き
と
毎

日
を
過
ご
す
た
め
の
大
切
な
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

健
（
検
）
診

こころといのちの電話相談
▶こころの悩み事などに専門
の相談員が電話で相談に応じ
ます。
毎月第２火曜日
受付時間　午前９時～正午　
　　　　　午後１時～４時

ピ
カ
ピ
カ
歯
磨
き
教
室

日
時
／
７
月
８
日
（
金
）

午
後
１
時
20
分
～
１
時
50
分

対
象
／
フ
ッ
化
物
塗
布
希
望

の
未
就
学
児

※
参
加
は
年
１
回

場
所
／
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員
／
40
人
（
先
着
）

申
込
方
法
／
八
郷
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
で
申
し
込
み
。
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みんなのひろば

油
性
マ
ー
カ
ー
で

　
　
　
　
　描
い
た
絵
画
展

▼
力
強
い
線
と
鮮
や
か
な
色
彩

の
ス
ケ
ッ
チ
で
す
。

期
間
／
６
月
４
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
12
日（
日
）

は
ー
と
ふ
る
ビ
レ
ッ
ジ

　
　
　
　
　
　コ
ン
サ
ー
ト

　音
楽
の
仲
間
た
ち

　
　
　
　

　
　
　歌
と
ピ
ア
ノ
の
演
奏

日
時
／
６
月
12
日
（
日
）

　
　
　

午
後
２
時
か
ら

歴
ま
ち
フ
リ
ー
カ
フ
ェ

▼
歴
史
を
テ
ー
マ
に
ト
ー
ク
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。予
約
不
要
。

日
時
／
６
月
13
・
27
日
（
月
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

仲
間
と
ワ
ハ
ハ
で
脳
活
Ｏ
Ｋ

▼
パ
ソ
コ
ン
を
学
び
合
い
、
パ

ソ
コ
ン
で
遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
６
月
３
・
17
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
１
時

〜
３
時
・
午
後
３
時
〜
５
時

資
料
代
／
５
０
０
円

▼
毎
月
第
３
土
曜
日
に
開
く

か
ら
３
・
土
・
市
（
サ
ン
ド

市
）。
中
心
市
街
地
の
店
先

で
趣
味
の
手
づ
く
り
品
、
園

芸
品
や
新
鮮
野
菜
な
ど
を
販

売
。
出
店
者
募
集
中
。

日
時
／
毎
月
第
３
土
曜
日

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所
／
香
丸
・
中
町
・
御
幸

通
り
の
参
加
店
前
・
ま
ち
か

ど
情
報
セ
ン
タ
ー

▼
新
鮮
野
菜
や
手
づ
く
り
品

の
販
売
。
出
店
者
募
集
中
。

日
時
／
毎
月
第
１
水
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
か
ら

　
　
　
（
今
月
は
１
日
）

折
り
紙
教
室

　

25
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら

心
と
体
の
健
康
相
談

　

毎
週
水
曜
日　

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

ち
り
め
ん
小
物

　

第
１
・
３
水
曜
日　

　

午
後
１
時
か
ら

問い合わせ　☎ 27-5171
まちかど情報センター駐車場
（向かい側）・臨時駐車場（土
橋通り）をご利用ください。

６月のコミュニティ 今月のサンド市は 18日

－協働で取り組む現場から－
レポートNo.12
石岡青年会議所

■問い合わせ
　まちづくり協働課
　☎ 23‒1111（内線 140）

ギャラリーと音楽

　
　
　
　

者
が
住
み
続
け
ら
れ
る

　
　
　
　

ま
ち
に
す
る
に
は
ど
う

し
た
ら
良
い
か
。
そ
の
た
め
の
ヒ

ン
ト
を
話
し
合
い
の
中
か
ら
探
っ

て
い
き
た
い
」
と
話
す
の
は
石
岡

青
年
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
）
の
鈴
木
康
之

さ
ん
。
７
月
に
開
催
さ
れ
る
市
民

討
議
会
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
ま
す
。

　

Ｊ
Ｃ
は
石
岡
・
小
美
玉
・
か
す

み
が
う
ら
市
の
20
〜
40
代
、
42
人

で
構
成
さ
れ
、
地
域
の
人
材
育
成

を
は
じ
め
、
様
々
な
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
、
市

民
討
議
会
は
、
市
と
Ｊ
Ｃ
が
協
働

で
実
施
。
市
内
在
住
の
２
０
０
０

人
に
参
加
案
内
を
郵
送
し
、
地
区

も
年
代
も
ば
ら
ば
ら
の
皆
さ
ん
で
、

ま
ち
に
つ
い
て
話
す
と
い
う
も
の
。

　
「
進
学
で
茨
城
を
出
る
ま
で
関

心
の
な
か
っ
た
地
元
。
で
も
戻
っ

て
き
た
ら
、
こ
こ
の
良
さ
に
気
づ

き
ま
し
た
。
Ｊ
Ｃ
の
活
動
に
参
加

す
る
よ
う
に
な
っ
た
今
で
は
す
っ

か
り
、
ま
ち
の
こ
と
ば
か
り
考
え

て
ま
す
（
笑
）
ま
ち
に
つ
い
て
話

す
っ
て
楽
し
い
じ
ゃ
ん
と
感
じ
て
、

関
わ
る
若
者
が
増
え
た
ら
、
最
高

で
す
」
と
鈴
木
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

今
年
は
「
若
者
が
輝
く
石
岡
ス
タ

イ
ル
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」
が
テ
ー

マ
。
現
在
、
鋭
意
準
備
中
で
す
。

「
若

▲ JC の会議の様子。子どもたちの職業体験や
100㎞徒歩の旅などの企画を行っています。企
画にあたり喧々諤々意見を戦わせることも。

地域の元気の
出発点

開館時間 
　午前 10時～午後８時
休館日 
　木曜日

まちかど
情報センター
ニュース

▲去年は会場の会議室に櫓をたてて、お祭り
を演出。参加者が楽しく、意見の言いやすい
雰囲気づくりを心掛けています。

第２・４月曜開催

まちかどバザール

パソコン教室

初心者歓迎

広報いしおか６月１日号  №２５６　１６



みんなのひろば

まち
探訪

ひと・もの・
　　　できごとなどを紹介

　

今
回
の
研
修
は
、
15
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
事
前
に
行
っ
た
国
内

研
修
で
は
、
下
調
べ
を
し
た
後
に

テ
ー
マ
を
決
め
、
11
月
15
日
か
ら

20
日
ま
で
の
日
程
で
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
貫
さ
ん
は
、
学
童
保
育
や
更

生
保
護
・
学
習
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
以
前
か
ら
こ
の
事
業
に
興
味

が
あ
り
、
子
育
て
が
一
段
落
し
た

今
し
か
な
い
と
思
い
、
申
し
込
み

を
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
で
の
研
修
内
容
な
ど
、
小
貫

さ
ん
が
経
験
し
た
こ
と
を
お
伝
え

し
ま
す
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
、
今
か
ら
約

１
０
０
年
前
の
１
９
１
７
年
に
ロ

シ
ア
か
ら
独
立
し
た
国
で
、
今
も

そ
の
統
治
下
の
影
響
が
残
っ
て
い

ま
す
。国
境
が
大
陸
続
き
の
国
と
、

四
方
を
海
で
囲
ま
れ
た
日
本
と
の

違
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
男
女
平
等
の

国
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
独
立
時
、
ロ
シ
ア
と
の
大
戦

で
多
く
の
男
性
が
戦
死
し
、
女
性

が
社
会
の
担
い
手
と
な
ら
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
た
め
で
す
。
そ
し
て

社
会
に
対
し
て
女
性
自
ら
が
声
を

あ
げ
、
法
制
度
を
整
え
、
様
々
な

改
革
を
行
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
研
修
で
の
担
当
は
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
男
女
共
同
参
画
の
取

り
組
み
方
と
福
祉
分
野
で
あ
る
子

ど
も
支
援
の
「
ネ
ウ
ボ
ラ
」
に
つ

い
て
で
し
た
。ネ
ウ
ボ
ラ
は
、フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
語
で
相
談
・
助
言
を
す

る
場
所
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
約
70
年
前
に
乳
児
の
死
亡
率

を
下
げ
る
た
め
に
制
度
化
さ
れ
た

子
ど
も
支
援
の
一
つ
で
す
。
そ
し

て
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
今

や
家
族
全
体
を
支
援
す
る
体
制
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ネ
ウ
ボ
ラ
で
働
く
職
員
は
保
健

師
の
資
格
を
持
っ
て
い
て
、
一
人

の
子
を
就
学
ま
で
継
続
し
て
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

家
族
全
員
と
の
面
談
を
実
施
し
て

お
り
、
子
ど
も
と
そ
の
家
族
の
心

身
両
面
の
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
を
切
れ
目
な
く
支
え
て
い

く
制
度
が
確
立
さ
れ
て
お
り
、
社

会
全
体
で
子
育
て
を
支
え
る
と
い

う
意
識
が
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
も
出
生
率
低
下
の
懸
念

か
ら
、
こ
の
ネ
ウ
ボ
ラ
の
根
幹
で

あ
る
「
切
れ
目
な
い
支
援
」
を
目

指
し
、
様
々
な
改
革
を
行
っ
て
い

ま
す
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
子
ど

も
の
人
口
が
減
る
こ
と
は
、
将

来
、
社
会
を
支
え
る
力
が
弱
く
な

る
こ
と
で
す
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で

は
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
を
国
家

的
視
野
か
ら
支
え
て
い
ま
す
。
現

地
で
の
説
明
や
会
話
の
中
で
も
、

育
児
支
援
は
人
的
資
源
の
確
保
で

あ
り
、
そ
れ
は
国
の
豊
か
さ
に
つ

な
が
る
と
い
う
考
え
を
聞
き
、
そ

の
認
識
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

私
は
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
石
岡

で
す
。
市
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を

願
う
一
人
で
あ
り
ま
す
が
、
子
育

て
に
や
さ
し
い
ま
ち
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
も
子

ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り
を
通
じ

て
、
少
し
で
も
そ
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
に
、
ま
た
今
年
度
か
ら

2
年
間
「
明
日
の
茨
城
を
考
え

る
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
さ

ら
に
研
鑽
を
重
ね
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ハーモニーフライトに小貫さん
　県では、新しい茨城づくりのために、積極的に地域活動ので
きる国際的視野と指導力を持った女性リーダーを育成するた
め、本県の女性を海外に派遣する「ハーモニーフライトいばら
き」事業を実施しています。平成 27年度は、男女共同参画の
先進地、北欧の国・フィンランドが研修先で、石岡市から小貫
広子さんが参加しました。

男
女
平
等
の
国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

切
れ
目
な
い
子
育
て
支
援

今
後
の
抱
負

▲ハーモニーフライトいばらきの研修報告で自己紹介
する小貫さん

▲研修の報告の様子

１７　広報いしおか６月１日号  №２５６



文化

図書館
つうしん

■問い合わせ
中央図書館　☎ 24-1507
http://lib.city.ishioka.lg.jp

時の
記憶

シリーズ 125
文化振興課
☎ 43-1111（内線 1324）

図
書
館

お
た
の
し
み
映
画
会

▼
幼
児
・
児
童
向
け
の
映
画
会
を

実
施
し
ま
す
。
親
子
そ
ろ
っ
て
お

出
で
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
不

要
で
、
入
場
は
無
料
。

日
時
／
６
月
26
日
（
日
）

午
前
10
時
30
分
か
ら
（
上
映
時
間

24
分
）

場
所
／
中
央
図
書
館　

３
階
読
書

室対
象
／
幼
児
・
児
童

内
容
／
『
宮
西
達
也
劇
場　

お
ま

え
う
ま
そ
う
だ
な　

Ｖ
ｏ
ｌ
．１
』

◇
宮
西
達
也
の
人
気
絵
本
〈
テ
ィ

ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
シ
リ
ー
ズ
〉の『
お

ま
え
う
ま
そ
う
だ
な
』『
き
み
は

ほ
ん
と
う
に
ス
テ
キ
だ
ね
』
を
映

像
化
し
た
作
品
で
す
。

　図書館職員やボランティアによる「絵
本の読み聞かせ」・「紙芝居」・「パネルシ
アター」などを行っています。
中央図書館 ２階視聴覚室

《６月のおはなし玉手箱》
・４日（土）　　午前 10 時 30 分から
《ひよこのおはなしかい》
・９日（木）　    午前 10 時 30 分から
《６月のおはなし会》
・18 日（土）       午前 10 時 30 分から
中央公民館

《６月のおはなしフレンズ》
・11 日（土）        午後２時 30 分から
※赤ちゃんから大人まで誰でも参加
できます（30 分程度）

６月の休館日 　  ６日　13 日　20 日
　27 日　30 日

楽しいおはなし会

薬物乱用防止のための社会講座
対象　中学生以上 50 人（先着）
日時　６月 19 日（日）午後２時～３時 30 分
場所　中央図書館　３階読書室
講師　石岡警察署　刑事課薬銃係　斉藤幸孝氏
内容　薬物乱用防止についての講演、DVD 上映
申込方法　６月１日（水）から直接または電話で申し込み。

近
年
の
調
査
成
果
か
ら

　常
陸
国
分
寺
創
建
期
の
住
居

　

石
岡
地
区
府
中
の
国
分
寺
は
、

奈
良
時
代
に
建
立
さ
れ
た
常
陸
国

分
寺
の
跡
地
に
建
っ
て
い
ま
す
。

当
時
の
建
物
の
礎
石
が
良
好
に

残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
遺
跡
の

国
宝
に
あ
た
る
特
別
史
跡
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
２
月
、
現
在
の
国
分
寺
の

南
側
に
お
い
て
住
宅
の
建
設
に
伴

い
発
掘
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

奈
良
時
代
の
竪
穴
住
居
跡
を
発
見

し
ま
し
た
（
写
真
）。
そ
の
場
所

は
、
中
門
の
外

に
は
な
り
ま
す

が
、
南
大
門
が

想
定
さ
れ
て
い

る
場
所
よ
り
は

内
側
で
、
伽が
ら
ん藍

地
と
呼
ば
れ
る

中
心
部
に
あ
た

り
ま
す
。
な
ぜ
中
心
部
に
一
般
の

住
ま
い
で
あ
る
竪
穴
住
居
が
存
在

し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
を
考
え
る
手
が
か
り
に
、

住
居
の
年
代
が
あ
り
ま
す
。
国
分

寺
は
７
４
１
年
に
建
立
の
命
令
が

出
さ
れ
ま
し
た
が
な
か
な
か
進
ま

な
か
っ
た
よ
う
で
、
７
４
７
年
に

は
督
促
の
命
令
が
出
て
い
ま
す
。

常
陸
国
分
寺
の
場
合
は
、
出
土
し

て
い
る
瓦
か
ら
７
５
０
年
頃
に
本

格
的
な
建
設
工
事
が
始
ま
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

発
見
し
た
住
居
跡
は
、
出
土
し

た
土
器
か
ら
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ

の
も
の
。
と
す
る
と
国
分
寺
の
建

設
工
事
に
あ
た
っ
た
人
々
の
住
ま

い
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
明
ら
か
に

な
っ
て
き
た
常
陸
国
分
寺
を
紹
介

す
る
企
画
展
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。ぜ
ひ
お
出
で
く
だ
さ
い
。

講　座

対象　ブックスタートに協力できる人
　　　（３か月に１回程度の活動です。）
日時　６月 29 日（水）午後２時～４時
場所　中央図書館　３階読書室
内容　ブックスタートボランティア入門講座（NPO ブッ
　　　クスタート講師）・市ブックスタートの説明　
定員　約 15 人（先着）
申込方法　６月１日（水）～ 17 日（金）に直接または電
　　　話で申し込み。

ブックスタート入門講座

▲奈良時代の竪穴住居跡

企画展 

常陸国分寺―東国の大寺
期間 ／6月１日（水）～
　　　 ８月28日（日）
場所／ふるさと歴史館
　　　（石岡小学校敷地内）
休館日／月曜日
　　　　（祝日の場合は翌日）

広報いしおか６月１日号  №２５６　１８

赤ちゃんへの絵本
プレゼントと読み
聞 か せ の ボ ラ ン
ティアです！



文化

俳
句

短
歌

俚
謡

投
稿
作
品

文芸
いしおか

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

泉　

町　

石
神　

秋
羅

終
活
も
意
識
の
ひ
と
つ
風
光
る

貝　

地　

小
池
つ
と
夢

五
年
目
も
死
者
を
返
さ
ぬ
春
の
海

石　

岡　

前
川　

豊
美

談
笑
の
眼
の
端
に
置
く
花
菜
か
な

府　

中　

土
井　

湧
輔

花
散
る
や
校
旗
と
校
歌
残
し
閉
づ

北
府
中　

野
村
畝
津
子

青
空
へ
辛こ

ぶ
し夷

の
蕾
元
気
出
す

や
さ
と
俳
句
会

下　

林　

鈴
木　

邦
翠

雨
上
り
躑つ

つ
じ躅

の
燃
ゆ
る
池
畔
か
な

川　

又　

川
又　

渓
二

池
寂
し
跡
形
も
な
く
鴨
引
き
て

嘉
良
寿
理　

島
田
美
沙
生

何
時
来
て
も
よ
き
公
園
や
八
重
桜

石
岡
短
歌
同
好
会

大
谷
津　

海
老
澤
明
子

も
う
一
度
見
直
し
て
仕
舞
ふ
一
年

後
ま
た
飾
る
日
の
あ
る
や
こ
の
雛

東
石
岡　

田
村　

満
佐

漬
け
し
菜
を
き
ざ
み
ま
ぜ
た
る
青

菜
飯
春
一
番
の
馳
走
な
る
べ
し

高　

浜　

大
嶋　

全
江

ほ
ん
の
り
と
桜
は
そ
ま
る
街
道
を

姉
を
荼
毘
す
る
天
寿
の
道
か

東
大
橋　

森　

美
千
瑠

三
千
米
走
の
先
頭
を
切
る
少
女
子
よ

祖
父
よ
り
の
血
筋
し
か
と
見
と
ど
く

東
石
岡　

長
谷
部
ミ
イ

国
民
の
命
大
事
と
い
い
な
が
ら
福

祉
お
ろ
そ
か
軍
備
着
々

八
郷
短
歌
会山　

崎　

西
口
は
ま
子

五
千
歩
を
ノ
ル
マ
と
し
て
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
菜
の
花
匂
ふ
川
沿
ひ
を
行
く

月　

岡　

菱
沼
む
免
子

形
見
な
る
帯
を
バ
ッ
ク
に
誂
え
て

三
姉
妹
共
に
亡
き
母
偲
ぶ

片　

野　

小
野
瀬
も
と

低
気
圧
大
荒
れ
し
た
れ
ど
夜
晴
れ

て
見
上
ぐ
る
空
に
星
冴
え
わ
た
る

石
岡
俚
謡
会柿　

岡　

野
口
由
紀
子

花
は
桜
よ　

日
本
の
心

　
　

見
事
散
り
際　

潔
い
さ
ぎ
よい

下　

林　

白
井
冨
喜
江

惜
し
む
桜
に　

認
知
の
母
へ

　
　

悔
い
を
残
さ
ぬ　

思
い
や
り

府　

中　

稲
田　

す
み

枝
垂
れ
桜
が　

風
土
記
の
丘
に

　
　

咲
い
て
ご
機
嫌　

獅
子
頭

貝　

地　

前
島
く
に
子

父
と
息
子
の　

心
の
絆

　
　

今
宵
楽
し
く　

花
見
酒

東
石
岡　

惣
野
代
英
子

石
の
臼う

す

ほ
ど　

互
い
に
丸
く

　
　

添
う
て
離
れ
ぬ　

固
い
仲

府　

中　

小
川
野　

蛙

宮
の
小
石
に　

願
い
を
添
え
て

　
　

鯛
を
曾ひ

孫ま
ご

へ　

お
食
い
初
め

国　

府　

島
田
雪
う
さ
ぎ

桜
便
り
が　

北
上
す
れ
ば

　
　

日
本
列
島　

み
な
笑
顔

国　

府　

坂
下　

蜻
蛉

遊
び
上
手
で　

呑
気
と
い
う
が

　

ま
る
く
生
き
抜
く　

知
恵
光
る

山　

崎　

荒
井　

幸
子

活
断
層
縦
横
無
尽
な
国
な
り
て

明
日
は
我
が
身
の
地
震
の
怖
さ

東
成
井　

小
島　

せ
ん

我
が
里
の
名
山
な
り
し
筑
波
山

ふ
も
と
に
早
や
も
水
張
田
な
る

山　

崎　

鈴
木　

君
江

日
中
の
汗
ば
む
陽
気
も
夕
去
れ
ば

肌
に
冷
た
き
愁
を
た
た
む

北
府
中　

清
水
ト
ク
子

風
に
乗
り
逢
い
に
来
に
け
り
桃
の

花
び
ら

大　

塚　

松
岡　

元
義

人
気
な
き
山
家
や
チ
チ
ッ
と
雛
の

鳴
く

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
い
し
お
か
４
月
１
日
号
八

郷
短
歌
会
菱
沼
む
免
子
さ
ん
の
作

品
で
、
立
春
の
「
穏
し
」
が
「
隠

し
」
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

●
文
化
協
会
盆
栽
部
八
郷
支
部

・
花
季
さ
つ
き
展

日
時　

６
月
１
日（
水
）～
５
日（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　

県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
大
温
室

■
問
い
合
わ
せ

　

石
井
☎
４
３
・
２
４
１
８

●
石
岡
大
正
琴
愛
好
会

・
大
正
琴
体
験
講
座

日
時　

６
月
８
・
22
日
（
水
）

　
　
　

７
月
６
・
20
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　

東
地
区
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ

　

沖
田
☎
２
４
・
０
５
８
８

１９　広報いしおか６月１日号  №２５６

文化協会
だより



道川　典
つかさ

ちゃん（３歳３か月）

ＨＰ

鈴木 幸
こうすけ

祐ちゃん（１歳１か月）

ＨＰ

　わが家のアイドル（未就学
児）を募集しています！お子
さんの成長の記念にいかがで
すか？
　掲載を希望する人は、秘書
広聴課にご連絡ください。市
のホームページ（広報いしお
か→わが家のアイドル申請用
紙）からも申込用紙をダウン
ロードできます。

わが家のアイドル

平成28年6月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎23‐1111　内線213　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1

ホームページアドレスhttp://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールshichoushitsu@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。　
　　　 環境にやさしい大豆インキを使用しています。

　〈表紙の写真〉
　４月 29日、朝日里山学校を会場に、第 9回いしおかトレイルラン大会（石
岡トレイルランクラブ主催）が開催されました。トレイルランとは舗装されて
いない起伏のある山道を駆け抜けるスポーツ。石岡の山に魅せられた愛好者が
全国から集まり、現在、1,000 人規模の大会へと成長中です。
　当日は、150 人の地元ボランティアが、給水やコース案内など大会運営の
お手伝い。「頑張るランナーを見ると応援したくなる」と話すボランティアの
皆さんと「地元の方の温かい声援が嬉しかった」と話すランナー。沿道では、
がんばれ、ありがとうの言葉が行き交っていました。（半田地区にて撮影）

大増
末っ子でとてもやんちゃな男
の子です。思いやりのある元
気な子に育ってね。

杉並３
いつもニコニコＨＡＰＰＹ 
ＢＯＹ！お兄ちゃん大好き！
お兄ちゃんと仲良くね！

こうすけ

■問い合わせ　秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 213）
     http://www.city.ishioka.lg.jp/

　命を与えられたやんちゃなでわがままな
人形の「ピノキオ」が様々な出会いと経験
から勇気ある心の優しい人間の子どもに生
まれ変わる物語―――

日時　７月５日（火）
　　　1午前 10時 開演
　　　2午後１時 開演
　　　７月６日（水）
　　　　午前 10時 開演
場所　石岡市民会館
入場料　950 円（一部自由席あり）

　チケットは、市民会館で随時販売して
います。3歳未満は、大人１人につき１
人まで膝上鑑賞無料。
■問い合わせ　
　石岡市民会館　☎ 22-5187

銀河鉄道の
ぬいぐるみミュージカル


	P01.pdf
	P02
	P03
	P04
	P05
	P06・07
	P08～11広告なし
	P12・13
	P14
	P15
	P16・17
	P18・19
	P20

